
高知市議会だより高知市議会だより № 234
令和６年９月1日

高知市議会
（年４回発行）

無料アプリ
「マチイロ」

高知市議会だよりが
アプリで読めます！

６月定例会の概要、副議長選出…………………………２
政務活動費の執行状況……………………………………３
個人質問、人事議案、休憩室………………………４〜７
会派の意見…………………………………………………８
委員会の活動………………………………………………９
議決結果、賛否一覧表、７月臨時会の概要………10・11
議員名簿……………………………………………………12

目次

Ｊリーグ入りを目指している高知ユナイテッドSC

熱い声援を届けよう! !
熱い声援を届けよう! !



　　　

第　234　号 令和６年９月１日高知市議会だより ②

６
月
定
例
会
（
審
議
日
程
）

13
日　

開
会

市
長
提
出
議
案
提
案
理
由
説
明

副
議
長
選
挙

14
日　

常
任
・
議
会
運
営
委
員
会
委
員

　

の
選
任

18
日　

個
人
質
問

　
　

山
根　

堂
宏
（
公　

明　

党
）

　
　

藤
川　

裕
介
（
自
由
民
主
党･

中
道
の
会
）

　
　

宮
本　

直
樹
（
日
本
共
産
党
）

　
　

伴　
　

武
澄
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

19
日

　
　

吉
永　

哲
也
（
自
由
民
主
党･

中
道
の
会
）

　
　

髙
橋　

裕
忠
（
自
由
民
主
党･

中
道
の
会
）

　
　

髙
木　
　

妙
（
公　

明　

党
）

　
　

岡
田
は
る
か
（
日
本
共
産
党
）

20
日

　
　

岡
﨑　

邦
子
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
　

上
田
亜
矢
子
（
自
由
民
主
党･

中
道
の
会
）

　
　

迫　
　

哲
郎
（
日
本
共
産
党
）

　
　

浜
口
佳
寿
子
（
日
本
共
産
党
）

21
日

　
　

岡
﨑　
　

豊
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
　

浜
口　

卓
也
（
自
由
民
主
党･

中
道
の
会
）

21
日
・
24
日　

常
任
委
員
会

27
日　

予
算
決
算
常
任
委
員
会
全
体
会

７
月
１
日　

常
任
委
員
長
報
告　

討
論

　

採
決　

人
事
議
案
提
案
理
由
説
明

　

採
決　

閉
会

　

６
月
定
例
会　

（
第
５
０
１
回
）
を

６
月
13
日
か
ら
７
月
１
日
ま
で
の
19
日

間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

開
会
日
に
は
、
市
長
が
一
般
会
計
補

正
予
算
な
ど
19
件
の
議
案
に
つ
い
て
提

案
理
由
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
副
議
長
の
辞
職
に
伴
う
選
挙

を
行
い
、
副
議
長
に
戸
田
二
郎
議
員
を

選
出
し
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
予
算
決
算
、
総
務
、
経

　

副
議
長
を
選
出

　

６
月
定
例
会
初
日
の
13
日
に
、
大
久

保
尊
司
副
議
長
が
副
議
長
を
辞
職
し
た

こ
と
に
伴
い
、
後
任
の
副
議
長
を
決
め

る
選
挙
を
行
い
ま
し
た
。

　

副
議
長
に
戸
田
二
郎
議
員
を
新
た
に

選
出
し
ま
し
た
。

〔
副
議
長
選
挙
〕

　

選
挙
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

戸
田　

二
郎
（
自
由
民
主
党･

中
道
の
会
）
20
票

迫　
　

哲
郎
（
日
本
共
産
党
）
７
票

無　

効　

票　
　
　
　
　
　
　
　

７
票

副議長　　　　
戸

と

田
だ

　二
じ

郎
ろう

　

常
任
委
員
会
委
員
・

　
　

議
会
運
営
委
員
会
委
員
決
ま
る

　

定
例
会
２
日
目
の
14
日
に
、
予
算
決

算
、
総
務
、
経
済
文
教
、
建
設
環
境
、

厚
生
の
各
常
任
委
員
会
委
員
（
予
算
決

算
以
外
の
常
任
委
員
会
の
名
簿
は
12
ペ

ー
ジ
）
と
議
会
運
営
委
員
会
委
員
の
選

任
を
行
い
ま
し
た
。

　

予
算
決
算
常
任
委
員
会
委
員
お
よ
び

円
滑
な
議
会
運
営
の
た
め
に
議
事
の
順

序
等
を
協
議
す
る
議
会
運
営
委
員
会
委

員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
◎
委
員
長　

○
副
委
員
長
）

予
算
決
算
常
任
委
員
会

◎
戸
田　

二
郎　

○
清
水
お
さ
む

　

委
員
は
議
長
を
除
く
全
議
員

議
会
運
営
委
員
会

◎
清
水
お
さ
む　

○
横
山　

公
大

　

大
久
保
尊
司　
　

下
本　

文
雄

　

神
岡　

俊
輔　
　

岡
﨑　
　

豊

　

浜
口　

卓
也　
　
　
　

　

広
報
広
聴
委
員
会
委
員
は
再
任

　

議
会
だ
よ
り
の
編
集
や
広
聴
活
動
に

携
わ
る
広
報
広
聴
委
員
会
委
員
は
次
の

と
お
り
で
す
。

◎
髙
木　
　

妙　

○
髙
橋　

裕
忠

　

西
村　

昭
夫　
　

浜
口
佳
寿
子

　

藤
木
真
由
美　
　

伴　
　

武
澄

　

岡
﨑　

邦
子　
　

上
田
亜
矢
子

定
例
会
の
概
要

済
文
教
、
建
設
環
境
、
厚
生
の
５
つ
の

常
任
委
員
会
と
議
会
運
営
委
員
会
の
委

員
を
選
任
し
ま
し
た
。

　

18
日
か
ら
21
日
ま
で
の
個
人
質
問
に

は
14
人
（
全
員
が
一
問
一
答
方
式
を
選

択
）
が
立
ち
、
財
政
、
防
災
対
策
、
健

康
福
祉
行
政
、
環
境
行
政
、
商
工
観
光

行
政
、
農
林
水
産
行
政
、
教
育
行
政
な

ど
に
つ
い
て
、
活
発
な
質
問
戦
を
展
開

し
ま
し
た
。

　

市
長
提
出
議
案　

最
終
日
に
は
、
一

般
会
計
補
正
予
算
な
ど
19
件
の
議
案
に

つ
い
て
、
全
会
一
致
で
、
全
て
原
案
の

と
お
り
可
決
、
承
認
ま
た
は
認
定
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
監
査
委
員
の
選
任
議
案
、
人

権
擁
護
委
員
推
薦
に
つ
い
て
の
諮
問
議

案
の
２
件
が
追
加
提
案
さ
れ
、
い
ず
れ

も
全
会
一
致
で
同
意
ま
た
は
異
議
な
き

旨
答
申
し
ま
し
た
。

　

議
員
提
出
議
案　

意
見
書
議
案
で
は
、

聴
覚
補
助
機
器
等
の
積
極
的
な
活
用
へ

の
支
援
を
求
め
る
意
見
書
議
案
な
ど
６

件
の
議
案
を
提
出
し
、
う
ち
１
件
を
賛

成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。　
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　本市議会では、会派ごとに所属議員１人につき月額10万円の政務活動費を交付しており、令和５
年度の執行状況は次のとおりです。なお、収支報告書および領収書の写しなどの関係書類は、９月
１日から、議会図書室と本市議会ホームページで公開します。
　詳しくは、議会事務局までお問い合わせください。（☎ 823－9400）

会　派
項　目

自由民主党
・中道の会
（14人）

市民クラブ
（７人）

日本共産党
（６人）

公 明 党
（６人）

参政党
（１人） 合計

収
入

交 付 額 15,400,000  7,700,000  6,600,000  6,600,000  1,100,000  37,400,000  
利 息 38  7  14  27  2  88  

計 15,400,038  7,700,007  6,600,014  6,600,027  1,100,002  37,400,088  

支　
　
　
　
　
　
　
　

出

１ 調 査 研 究 費 1,706,183  299,570  547,320  276,299  206,979  3,036,351  
２ 研 修 費 859,460  708,969  622,739  229,093  40,395  2,460,656  
３ 要 請 ･ 陳 情 活 動 費 548,210  0  0  0  0  548,210  
４ 会 議 費 0  0  0  0  0  0  
５ 資 料 作 成 費 0  22,500  0  0  0  22,500  
６ 資 料 購 入 費 228,563  760,205  520,786  286,432  0  1,795,986  
７ 広 報 広 聴 費 4,832,528  2,838,319  2,228,129  324,555  0  10,223,531  
８ 人 件 費 0  0  0  0  0  0  
９ 事 務 諸 費 842,875  860,698  644,599  999,658  0  3,347,830  

計 9,017,819  5,490,261  4,563,573  2,116,037  247,374  21,435,064  
政務活動費返還額 6,382,219  2,209,746  2,036,441  4,483,990  852,628  15,965,024  

（単位：円）
政務活動費収支報告書

令和５年度の政務活動費の執行状況をお知らせします令和５年度の政務活動費の執行状況をお知らせします

※期間は、改選後の５年５月から６年３月までの11カ月間です。
※改選前の５年４月分は、議会図書室と本市議会ホームページでご覧いただけます。

１調査研究費　市の事務および地方行財政等に関する調査研究および調査委託に要する経費
２研　修　費　研究会もしくは研修会を開催するため必要な経費または会派所属議員等が他

の団体の開催する研究会もしくは研修会に参加するために要する経費
３要請・陳情活動費　要請、陳情活動に要する経費
４会　議　費　会議に要する経費および会派所属議員等が他の団体の開催する各種会議に参

加するために要する経費
５資料作成費　資料作成に要する経費
６資料購入費　資料等の購入に要する経費
７広報広聴費　政務活動、議会活動および市の政策について住民に報告・周知するために要

する経費ならびに住民からの市政および会派の活動に対する要望、意見等を
吸収するための会議および住民相談等の活動に要する経費

８人　件　費　補助職員の雇用に要する経費
９事 務 諸 費　消耗品の購入、事務機器の修理等に要する経費

支出項目の内容

※会派が行う市政の課題及び市民の意思を把握し、市政に反映させる活動、その他市民福祉の
　増進を図るために必要な活動（政務活動）に要するものが対象

　

本
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
本
会

議
お
よ
び
予
算
決
算
常
任
委
員
会
全
体

会
の
映
像
を
生
中
継
お
よ
び
録
画
（
過

去
１
年
間
）
で
配
信
し
て
い
ま
す
。

映
像
配
信
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）

　

６
月
定
例
会
本
会
議
の
会
議
録
は
９

月
上
旬
に
で
き
る
予
定
で
あ
り
、
本
庁

舎
１
階
の
情
報
公
開
・
市
民
相
談
セ
ン

タ
ー
、
同
３
階
の
議
会
図
書
室
で
ご
覧

に
な
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
高
知
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の

会

議

録

の

閲

覧

会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム
で
、
平
成
６
年

12
月
定
例
会
以
降
の
本
会
議
の
会
議
録

を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

な
お
、
19
年
４
月
以
降
の
委
員
会
の

会
議
録
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
が
、
少

し
で
も
早
く
閲
覧
で
き
る
よ
う
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
で
同
シ
ス
テ
ム
と
は
別
に
、

完
成
し
た
委
員
会
記
録
か
ら
順
次
、
Ｐ

Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
形
式
で
公
開
し
て
い
ま

す
。

　

定
例
会
の
本
会
議
お
よ
び
予
算
決
算

常
任
委
員
会
全
体
会
の
模
様
は
、
高
知

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
生
中
継
し
て
い
ま

す
。 議

会
中
継（
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
）

　

本
会
議
お
よ
び
予
算
決
算
常
任
委
員

会
全
体
会
の
録
画
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
貸
し
出
し

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

貸
し
出
し
準
備
に
時
間
を
要
す
る
た

め
、
ご
希
望
の
方
は
あ
ら
か
じ
め
、
議

会
事
務
局
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
☎
８
２
３

−

９
４
０
０
）

録
画
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
貸
し
出
し
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個人質問
　本市議会ホームページで、過去１年間の本会議における
質疑および一般質問の映像を録画で配信しています。

公明党

山
やま

根
ね

　堂
たか

宏
ひろ

自由民主党
・中道の会

藤
ふじ

川
かわ

　裕
ゆう

介
すけ

日本共産党

宮
みや

本
もと

　直
なお

樹
き

問

市
長
が
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
示
さ

れ
た
項
目
で
、
「
市
役
所
の
外
部
や
民

間
の
専
門
的
な
知
見
が
特
に
必
要
と
さ

れ
る
分
野
」
に
つ
い
て
、
民
間
人
材
の

積
極
的
登
用
の
所
見
を
伺
う
。

答

本
市
の
抱
え
る
行
財
政
改
革
や

危
機
管
理
、
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
等
の
諸

課
題
解
決
を
進
め
る
た
め
、
国
の
「
地

域
活
性
化
企
業
人
制
度
」
の
活
用
、
官

民
人
事
交
流
や
任
期
付
職
員
任
用
等
、

行
政
課
題
解
決
の
効
果
的
な
選
択
肢
を

見
極
め
て
積
極
的
に
登
用
を
進
め
る
。

問

高
知
市
地
域
公
共
交
通
会
議
で

報
告
さ
れ
た
、
現
行
の
路
線
バ
ス
系
統

を
71
系
統
か
ら
62
系
統
へ
の
削
減
と
全

体
で
約
10
％
の
減
便
を
行
う
方
針
が
示

さ
れ
た
報
道
で
、
市
民
へ
の
事
前
説
明

や
代
替
案
を
示
す
べ
き
で
あ
る
が
、
市

長
の
市
民
目
線
で
の
対
応
を
伺
う
。

答

本
市
に
お
い
て
も
運
転
手
不
足

に
伴
い
、
今
後
厳
し
い
バ
ス
路
線
の
再

編
が
見
込
ま
れ
る
現
状
で
あ
り
、
デ
マ

ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
バ
ス
な
ど
、
様
々
な
代
替
手
段
に
つ

い
て
交
通
事
業
者
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
検
討
し
つ
つ
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
不

安
解
消
と
移
動
手
段
確
保
に
努
力
す
る
。

神
谷
副
市
長
の
就
任

問

こ
の
２
カ
月
半
、
自
分
自
身
に

何
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
お
感
じ
に
な

っ
た
の
か
、
今
後
の
意
気
込
み
も
含
め

て
神
谷
副
市
長
に
伺
う
。

答

こ
れ
ま
で
の
経
験
を
生
か
し
、

市
民
の
皆
さ
ま
に
市
の
施
策
を
分
か
り

や
す
く
伝
え
、
よ
り
効
果
的
な
も
の
と

な
る
よ
う
、
皆
さ
ま
の
思
い
を
反
映
し

て
い
く
。

雨
の
日
の
遊
び
場
整
備

問

多
く
の
子
育
て
世
代
の
方
か
ら

強
い
後
押
し
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
市

長
公
約
に
も
あ
る
本
事
業
の
実
現
に
向

け
た
想
い
に
つ
い
て
桑
名
市
長
に
伺
う
。

答

庁
内
か
ら
提
案
の
あ
っ
た
西
敷

地
以
外
の
候
補
地
に
つ
い
て
も
幅
広
く

検
討
を
行
い
、
公
約
の
実
現
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
く
。

事
前
復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画

問

本
市
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
な

本
計
画
の
策
定
を
ど
の
地
区
か
ら
着
手

し
て
い
く
の
か
防
災
対
策
部
長
に
伺
う
。

答

地
域
特
性
の
異
な
る
沿
岸
部
と

内
陸
部
か
ら
着
手
す
る
こ
と
と
し
、
様

々
な
条
件
を
考
慮
し
、
沿
岸
部「
三
里
」、

内
陸
部
「
潮
江
」
を
選
定
し
た
。

連
絡
船
「
紫
雲
丸
遭
難
事
故
」
で
は
南

海
中
の
修
学
旅
行
生
、
28
名
の
尊
い
命

が
失
わ
れ
た
。
こ
の
事
故
を
絶
対
に
風

化
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。

問

69
年
前
の
紫
雲
丸
事
故
を
教
訓

に
す
べ
き
。
教
育
長
の
認
識
は
。

答

決
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

事
故
の
教
訓
を
風
化
さ
せ
て
は
い
け
な

い
と
先
輩
教
師
か
ら
教
え
ら
れ
た
。
決

意
を
新
た
に
し
て
い
る
。

学
校
プ
ー
ル
改
修
が
予
算
難
で
困
難
に
。

着
衣
水
泳
授
業
は
命
を
守
る
授
業
。
な

く
な
っ
て
も
良
い
授
業
か
？

問

プ
ー
ル
改
修
予
算
を
財
務
部
に

強
く
要
求
を
。
教
育
長
の
対
応
は
。

答

改
修
費
用
と
外
部
プ
ー
ル
利
用

を
比
較
し
外
部
利
用
が
安
価
な
場
合
、

外
部
利
用
を
当
該
校
と
検
討
す
る
。

高
知
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
は
悲
願
の
「
Ｊ
３

昇
格
」
へ
と
頑
張
っ
て
い
る
。
ホ
ー
ム

ゲ
ー
ム
観
客
動
員
支
援
等
が
必
要
。

問

Ｊ
３
昇
格
に
向
け
、
地
元
の
大

声
援
が
必
要
。
昇
格
基
準
を
ク
リ
ア
す

る
た
め
の
市
の
対
応
は
ど
う
か
。

答

高
知
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
よ
る

情
報
配
信
や
「
あ
か
る
い
ま
ち
」
で
入

場
券
の
抽
選
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
実
施
す
る
。
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自由民主党
・中道の会

吉
よし

永
なが

　哲
てつ

也
や

自由民主党
・中道の会

髙
たか

橋
はし

　裕
ひろ

忠
ただ

公明党

髙
たか

木
ぎ

　妙
たえ

大
型
小
売
店
舗
進
出
に
よ
る
地
域
の
安

全
対
策
に
つ
い
て
出
店
を
拒
む
も
の
で

は
な
い
立
場
で
、
店
舗
が
立
地
さ
れ
る

周
辺
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め

に
定
め
ら
れ
た
法
の
趣
旨
に
鑑
み
た
対

応
に
つ
い
て

問

北
入
口
を
設
け
る
こ
と
に
よ
る

周
辺
地
域
の
影
響
に
つ
い
て
高
知
市
の

考
え
を
聞
く
。

答

大
型
店
舗
北
側
市
道
に
出
入
口

を
設
け
る
こ
と
に
つ
い
て
、
法
的
に
規

制
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
道
路

管
理
者
と
し
て
も
通
学
路
の
安
全
確
保

や
渋
滞
対
策
に
つ
い
て
、
地
域
の
皆
さ

ま
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
内
容
に
つ
い
て

は
店
舗
側
に
要
望
し
た
上
で
十
分
協
議

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
高
知
県
か
ら
求
め
ら
れ
て

い
る
「
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
」
に

基
づ
く
意
見
照
会
に
対
し
て
北
側
出
入

口
か
ら
の
出
入
り
を
さ
せ
な
い
こ
と
も

含
め
、
通
勤
・
通
学
時
間
帯
等
へ
の
配

慮
や
西
進
を
さ
せ
な
い
方
法
等
に
つ
い

て
道
路
管
理
者
で
あ
る
本
市
と
協
議
す

る
と
と
も
に
、
地
域
の
皆
さ
ま
の
ご
意

見
を
十
分
聴
取
す
る
よ
う
に
店
舗
側
へ

求
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

危
機
管
理
体
制
に
つ
い
て

問

本
市
の
市
長
、
副
市
長
二
人
体

制
が
整
っ
た
が
３
人
が
同
時
に
不
在
と

な
る
こ
と
は
な
い
の
か
。
総
務
部
長
に

聞
く
。

答

市
長
と
両
副
市
長
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
に
つ
き
ま
し
て
は
、
危
機
管
理
の

観
点
か
ら
３
人
全
員
が
高
知
市
外
に
出

て
不
在
と
な
る
こ
と
が
な
い
よ
う
調
整

し
て
お
り
、
用
務
が
重
な
る
場
合
に
は

部
局
長
の
代
理
出
席
や
日
程
変
更
と
い

っ
た
対
応
を
取
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

津
波
火
災
に
つ
い
て

問

燃
焼
し
て
い
る
漂
流
物
へ
の
船

の
上
か
ら
の
放
水
消
火
活
動
に
つ
い
て

効
果
と
課
題
を
消
防
局
長
に
聞
く
。

答

南
海
ト
ラ
フ
地
震
発
生
時
に
は

東
日
本
大
震
災
を
上
回
る
津
波
火
災
の

被
害
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。
１
月
の

高
知
市
総
合
防
災
訓
練
で
救
助
用
ボ
ー

ト
に
よ
る
船
上
放
水
を
実
施
し
ま
し
た
。

燃
焼
物
に
直
接
放
水
で
き
る
こ
と
、
水

圧
で
漂
流
物
や
漂
流
油
を
避
難
ビ
ル
等

に
漂
着
さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
効
果
が

見
込
め
る
一
方
、
専
用
機
材
の
操
作
方

法
や
操
船
技
術
等
の
課
題
も
残
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策

官
民
を
問
わ
ず
大
き
な
社
会
問
題
と
な

っ
て
い
る
カ
ス
ハ
ラ
対
策
を
個
人
判
断

に
委
ね
る
も
の
で
は
な
く
、
市
と
し
て

の
強
い
決
意
を
示
す
べ
き
で
あ
る
。

問

本
市
に
お
け
る
対
策
に
つ
い
て
。

答

不
当
要
求
行
為
対
応
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
改
正
し
、
職
員
研
修
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
を
受
け
た
職
員
の
ケ
ア
に
し
っ
か
り

と
取
り
組
む
な
ど
、
組
織
と
し
て
職
員

を
守
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

市
長
公
約
ス
ク
ラ
ッ
プ
と
チ
ェ
ン
ジ

財
政
構
造
の
根
本
的
刷
新
を
目
的
に
、

財
政
問
題
懇
話
会
が
有
識
者
８
名
の
構

成
で
開
催
さ
れ
た
。

問

こ
の
会
の
今
後
の
方
向
性
は
。

答

委
員
の
皆
様
に
は
歳
入
確
保
や

歳
出
削
減
な
ど
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
議
論
を

い
た
だ
き
、
職
員
に
は
取
組
へ
の
ア
イ

デ
ア
を
募
集
し
、
来
年
度
予
算
に
反
映
。

問

市
民
の
方
は
市
長
に
対
し
変
化
、

チ
ェ
ン
ジ
を
望
ん
で
い
る
の
で
は
。

答

変
え
る
べ
き
も
の
は
し
っ
か
り

と
変
え
て
い
く
と
い
う
強
い
決
意
を
持

っ
て
、
こ
れ
か
ら
の
市
政
運
営
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

安
す
ぎ
る
バ
ス
運
転
手
賃
金

問

運
転
手
不
足
が
顕
在
化
し
た
。

基
本
給
21
万
円
で
は
県
外
に
転
出
し
て

し
ま
う
。
窮
状
へ
の
危
機
感
が
伝
わ
っ

て
こ
な
い
。

答

と
さ
で
ん
交
通
の
賃
金
の
低
さ

は
認
識
し
て
い
る
。
県
平
均
に
引
き
上

げ
る
に
は
２
億
７
０
０
０
万
円
必
要
だ

が
、
一
人
で
も
多
く
の
運
転
手
を
確
保

す
る
取
り
組
み
を
検
討
し
た
い
。

春
野
漁
港
に
な
ぜ
20
億
円

問

漁
港
の
利
用
状
況
は
。

答

３
経
営
体
15
人
が
漁
業
に
従
事

し
て
い
る
。
９
年
前
、
約
６
６
０
０
万

円
あ
っ
た
水
揚
げ
は
、
昨
年
は
約
１
３

６
０
万
円
と
大
き
く
減
少
し
て
い
る
。

問

そ
こ
に
20
億
円
の
堤
防
費
と
は
。

答

機
能
強
化
し
な
か
っ
た
場
合
、

漁
港
機
能
が
失
わ
れ
、
漁
業
活
動
の
大

き
な
支
障
と
な
る
。

中
心
市
街
地
の
買
い
物
難
民

問

ど
ん
な
対
策
を
取
っ
て
き
た
の

か
。答

中
心
部
で
複
数
の
量
販
店
が
閉

鎖
と
な
っ
て
い
る
が
、
市
独
自
に
特
に

施
策
は
取
っ
て
い
な
い
。
市
民
の
生
活

維
持
が
困
難
な
状
態
で
は
な
い
。

市民クラブ

伴
ばん

　武
たけ

澄
ずみ
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指
定
袋
で
ゴ
ミ
を
減
ら
そ
う

問

環
境
意
識
の
高
ま
る
今
、
高
知

市
も
ゴ
ミ
袋
を
指
定
化
す
る
時
期
に
き

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
将
来
へ
の
投

資
と
考
え
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
助
け
て

い
た
だ
く
必
要
が
あ
る
。
ゴ
ミ
処
理
施

設
の
建
て
替
え
の
基
金
も
な
く
、
菖
蒲

谷
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
処
理
施
設
も
老
朽

化
し
、
新
た
に
建
設
す
る
に
は
数
億
円

か
か
る
。
近
隣
の
自
治
体
で
は
既
に
有

料
化
を
実
施
し
て
お
り
、
他
地
域
か
ら

の
ゴ
ミ
の
持
ち
込
み
も
あ
る
。
県
内
で

は
高
知
市
だ
け
が
指
定
化
さ
れ
て
い
な

い
。
ゴ
ミ
の
減
量
が
期
待
で
き
る
指
定

袋
を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。
市
長
の
意

見
を
聞
く
。

答

平
成
22
年
３
月
議
会
で
提
出
し

た
「
ご
み
有
料
化
等
条
例
」
議
案
は
否

決
さ
れ
た
。
そ
の
理
由
は
、
①
将
来
の

人
口
減
少
に
よ
る
ご
み
排
出
量
の
減
少
、

②
他
市
と
比
べ
安
価
な
処
理
が
実
現
さ

れ
て
い
る
中
で
の
新
た
な
負
担
、
③
市

民
の
合
意
形
成
と
「
高
知
方
式
」
へ
の

影
響
が
挙
げ
ら
れ
る
。
市
民
の
意
見
も

考
慮
し
つ
つ
、
有
料
化
の
議
論
は
慎
重

に
行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

国
の
情
報
シ
ス
テ
ム
統
合
後
、
経
費
３

割
削
減
を
目
指
す
方
針
は
、
国
の
責
任

に
よ
っ
て
実
現
を

問

本
市
の
新
シ
ス
テ
ム
移
行
後
の

運
営
経
費
削
減
の
見
込
み
は
。

答

経
費
の
見
積
り
は
ま
だ
だ
が
、

試
算
で
き
て
い
る
中
核
市
11
市
の
う
ち

10
市
で
は
大
幅
に
増
加
す
る
見
込
み
だ
。

問

神
谷
副
市
長
、
今
後
の
対
応
は
。

答

国
は
、
自
治
体
の
財
政
に
影
響

を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
が

必
要
。
私
も
、
地
方
の
実
情
を
伝
え
る
。

朝
倉
中
プ
ー
ル
、
修
繕
せ
ず
外
部
プ
ー

ル
利
用
へ
。
教
育
の
格
差
な
く
す
た
め
、

予
算
を
確
保
で
き
な
い
か

問

朝
倉
中
の
プ
ー
ル
改
修
費
の
市

負
担
額
は
。
ま
た
、
１
年
間
の
額
は
。

答

事
業
費
１
億
５
０
３
５
万
円
の

う
ち
、
実
質
負
担
は
９
８
９
３
万
円
。

１
年
間
で
は
４
２
２
万
円
。
外
部
プ
ー

ル
利
用
が
年
３
１
２
万
円
安
価
と
な
る
。

鏡
川
漁
協
の
公
平
な
運
営
を
求
め
た
報

道
記
事
に
係
る
裁
判
に
つ
い
て

問

全
面
敗
訴
と
な
っ
た
鏡
川
漁
協

は
、
公
金
支
出
の
相
手
と
し
て
妥
当
か
。

答

問
題
は
な
い
。
必
要
で
あ
れ
ば
、

指
導
機
関
で
あ
る
県
と
情
報
共
有
す
る
。

日本共産党

岡
おか

田
だ

はるか

市民クラブ

岡
おか

㟢
ざき

　邦
くに

子
こ

自由民主党
・中道の会

上
うえ

田
だ

亜
あ

矢
や

子
こ

日本共産党

迫
さこ

　哲
てつろう

郎

と
さ
で
ん
交
通
の
課
題
を
共
有
し
、
地

域
公
共
交
通
の
確
保
・
維
持
へ

問

新
た
な
バ
ス
廃
止
路
線
の
提
案

に
つ
い
て
事
前
説
明
が
な
か
っ
た
こ
と

を
ど
う
受
け
止
め
て
い
る
か
。

答

事
前
周
知
を
求
め
て
き
た
が
実

施
に
至
ら
ず
残
念
。
利
用
者
や
地
域
に

寄
り
添
っ
た
丁
寧
な
対
応
を
求
め
、
連

携
を
図
っ
て
い
く
。

問

「
路
線
の
減
便
廃
止
は
避
け
ら

れ
な
い
」
と
い
う
差
し
迫
っ
た
課
題
へ

の
対
応
策
は
。

答

バ
ス
路
線
維
持
の
た
め
の
運
転

手
確
保
策
や
利
用
促
進
策
の
検
討
、
デ

マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
な
ど
の
代
替
交
通
に
つ
い
て

も
並
行
し
て
検
討
し
て
き
た
。
事
業
者

と
も
一
緒
に
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ

い
て
協
議
を
進
め
て
い
く
。

子
ど
も
の
権
利
を
第
一
に
、
離
婚
後
共

同
親
権
の
対
応
を

問

就
学
援
助
制
度
な
ど
、
父
母
の

所
得
の
合
算
に
よ
り
必
要
と
す
る
人
が

支
援
か
ら
外
れ
る
こ
と
が
あ
る
か
。

答

離
婚
し
住
居
が
別
と
な
っ
た
者

は
審
査
対
象
か
ら
外
れ
合
算
さ
れ
な
い
。

施
行
後
も
審
査
方
法
は
変
わ
ら
な
い
。

問

特
定
利
用
空
港
・
港
湾
、
自
治

法
改
正
に
つ
い
て
市
長
に
問
う
。

答

自
衛
隊
や
海
上
保
安
庁
が
平
時

か
ら
円
滑
に
利
用
で
き
る
よ
う
イ
ン
フ

ラ
管
理
者
（
県
知
事
）
と
の
間
で
合
意

さ
れ
た
も
の
で
指
定
そ
の
も
の
で
軍
事

利
用
化
が
進
む
も
の
で
は
な
い
と
聞
い

て
い
る
。
自
治
法
改
正
は
国
の
指
示
を

特
例
と
し
て
お
り
地
方
分
権
を
揺
る
が

す
事
に
は
な
ら
な
い
の
で
は
と
考
え
る
。

問

三
障
害
の
う
ち
身
体
・
知
的
障

害
者
の
方
に
は
、「
医
療
費
助
成
制
度
」

が
あ
る
が
、
精
神
障
害
者
の
方
に
今
だ

に
な
い
の
は
不
平
等
で
は
な
い
か
。

答

必
要
性
は
十
分
認
識
し
て
い
る

が
、
市
単
独
の
実
施
は
厳
し
く
高
知
県

と
も
連
携
し
対
応
を
共
に
考
え
て
い
く
。

問

４
月
に
施
行
さ
れ
た
「
共
同
親

権
」
に
つ
い
て
、
子
ど
も
の
権
利
の
視

点
か
ら
認
識
を
問
う
。

答

子
ど
も
の
最
善
の
権
利
が
担
保

さ
れ
る
よ
う
注
視
し
て
い
く
。

問

高
知
市
に
お
け
る
女
性
管
理
職

登
用
の
目
標
値
と
今
後
の
取
り
組
み
を

聞
く
。

答

い
ず
れ
も
国
の
目
標
値
を
超
え

て
お
り
、
今
後
も
積
極
的
に
取
り
組
む
。
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人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

問

人
口
減
少
が
社
会
に
及
ぼ
す
影

響
に
つ
い
て
、
市
長
に
問
う
。

答

地
域
経
済
全
体
の
衰
退
を
も
た

ら
し
か
ね
な
い
脅き

ょ
う
い威
と
考
え
て
お
り
、

本
年
５
月
に
全
庁
が
参
加
す
る
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
た
。
新
た

な
取
組
の
検
討
を
進
め
、
あ
ら
ゆ
る
施

策
を
展
開
し
若
年
人
口
の
増
加
を
図
る

と
、
市
長
は
意
欲
的
な
答
弁
を
し
た
。

指
定
管
理
者
制
度
に
つ
い
て

問

本
市
と
の
間
で
修
繕
計
画
は
共

有
し
て
お
ら
ず
、
修
繕
の
予
測
が
困
難

な
状
況
。
修
繕
計
画
の
共
有
化
を
問
う
。

答

修
繕
計
画
を
共
有
す
る
こ
と
で
、

事
業
収
支
等
を
想
定
で
き
る
。
個
別
施

設
保
全
計
画
等
を
指
定
管
理
者
と
共
有

し
て
い
く
と
、
総
務
部
長
は
答
弁
し
た
。

デ
ジ
タ
ル
リ
ス
ク
に
つ
い
て

問

教
育
的
効
果
を
高
め
る
た
め
に

必
要
な
デ
ジ
タ
ル
リ
ス
ク
対
応
を
問
う
。

答

デ
ジ
タ
ル
リ
ス
ク
を
防
ぎ
児
童

・
生
徒
を
守
る
だ
け
で
な
く
ト
ラ
ブ
ル

か
ら
も
学
び
、
課
題
解
決
し
て
い
く
態

度
こ
そ
が
大
切
。
よ
り
良
い
方
法
を
学

べ
る
よ
う
、
教
育
委
員
会
と
し
て
取
り

組
ん
で
い
る
と
、
教
育
長
は
答
弁
し
た
。

急
が
れ
る
仮
設
住
宅
等
の
用
地
確
保

問

南
海
ト
ラ
フ
地
震
で
想
定
さ
れ

る
応
急
仮
設
住
宅
（
仮
設
）
、
災
害
公

営
住
宅
（
災
害
公
営
）
そ
れ
ぞ
れ
の
用

地
確
保
の
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

答

Ｌ
１
で
仮
設
８
５
６
２
戸
、
災

害
公
営
３
２
５
０
戸
、
Ｌ
２
で
仮
設
３

６
３
８
７
戸
、
災
害
公
営
１
３
７
５
０

戸
の
必
要
想
定
戸
数
に
対
し
、
仮
設
は

約
３
４
０
０
戸
分
、
災
害
公
営
は
東
石

立
町
市
住
旧
住
棟
の
土
地
１
カ
所
の
み
。

マ
イ
ナ
保
険
証
無
く
て
も
受
診
で
き
る

問

12
月
２
日
の
従
来
の
保
険
証
廃

止
に
対
す
る
市
民
の
不
安
払
拭
を
。

答

12
月
２
日
の
保
険
証
廃
止
後
も

保
険
診
療
は
受
け
ら
れ
、
資
格
情
報
変

更
等
の
場
合
「
資
格
確
認
書
」
を
交
付
、

受
診
で
き
る
旨
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
あ

か
る
い
ま
ち
に
掲
載
し
て
周
知
す
る
。

保
護
者
の
就
労
実
態
の
把
握
、
支
援
員

の
処
遇
改
善
を
行
い
、
第
３
土
曜
日
の

み
開
設
中
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
土

曜
日
開
設
拡
充
の
検
討
を

問

開
設
拡
充
の
ニ
ー
ズ
の
認
識
は
。

答

就
学
前
児
童
の
保
護
者
２
千
人

が
対
象
の
令
和
５
年
度
の
調
査
で
は
約

43
％
が
希
望
し
、
市
民
ニ
ー
ズ
は
高
い
。

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
に
つ
い
て

問

本
市
の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

対
策
は
、
完
全
に
安
全
な
暗
号
に
よ
る

も
の
で
あ
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解

を
聞
く
。

答

今
後
、
量
子
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

の
開
発
に
よ
り
、
情
報
を
解
読
さ
れ
る

危
険
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
完
全
暗

号
を
採
用
す
る
こ
と
は
有
効
で
あ
る
が
、

国
の
動
向
を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

地
球
温
暖
化
対
策
へ
の
取
り
組
み
に
つ

い
て

問

本
市
の
資
源
で
あ
る
森
林
を
生

か
し
て
、
温
室
効
果
ガ
ス
吸
収
量
の
増

大
を
目
指
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答

林
業
適
地
以
外
の
区
域
で
も
温

室
効
果
ガ
ス
吸
収
量
の
増
加
や
、
広
葉

樹
が
混
在
す
る
多
様
で
健
全
な
森
林
へ

の
誘
導
の
た
め
県
と
協
力
し
研
究
す
る
。

卸
売
市
場
に
つ
い
て

問

本
市
の
卸
売
市
場
の
取
扱
高
の

減
少
な
ど
を
受
け
、
今
後
の
活
性
化
策

に
つ
い
て
問
う
。

答

既
存
の
仲
卸
業
者
に
対
す
る
２

店
舗
目
以
降
の
追
加
貸
し
出
し
の
検
討
、

関
連
店
舗
に
つ
い
て
は
出
店
に
対
す
る

支
援
策
や
規
制
緩
和
を
検
討
し
て
い
く
。

日本共産党

浜
はま

口
ぐち

佳
か

寿
ず

子
こ

市民クラブ

岡
おか

﨑
ざき

　豊
ゆたか

自由民主党
・中道の会

浜
はま

口
ぐち

　卓
たく

也
や

　

遠
方
の
親
友
と
久
し
ぶ
り
に
飲
ん
だ
。

小
さ
な
字
が
見
え
な
く
な
っ
て
き
た
ね

と
か
、
あ
の
と
き
こ
う
だ
っ
た
よ
ね
と

か
、
昔
話
も
し
て
。
幸
せ
を
祈
り
あ
っ

て
別
れ
た
帰
り
道
。
ふ
と
、
あ
と
何
回

会
え
る
の
か
な
と
考
え
て
し
ま
っ
た
。

あ
の
頃
は
お
互
い
の
こ
と
を
な
ん
で
も

知
っ
て
い
た
の
に
、
今
は
誰
と
暮
ら
し

て
い
る
の
か
さ
え
知
ら
な
い
。
大
切
で

会
い
た
い
人
が
近
く
に
い
る
と
い
う
こ

と
は
、
と
て
も
贅ぜ

い
た
く沢

で
幸
せ
な
こ
と
だ
。

（
議
会
広
報
広
聴
委
員　

上
田
亜
矢
子
）

　
　
◇
◇ 

休
　
憩
　
室 

◇
◇
　

　

人　

事　

議　

案

　

６
月
定
例
会
最
終
日
の
７
月
１
日
に
、

市
長
か
ら
監
査
委
員
の
選
任
議
案
、
人

権
擁
護
委
員
推
薦
に
つ
い
て
の
諮
問
議

案
が
提
出
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
意
ま
た

は
異
議
な
き
旨
答
申
し
ま
し
た
。

監
査
委
員

　

長
尾　

和
明　
　

浜
口
佳
寿
子

　

細
川　

哲
也

人
権
擁
護
委
員

　

稲
垣　

健
吾　
　

岡
林　

俊
司

　

楠
本
美
津
子
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会
派
の
意
見

６
月
定
例
会
を
振
り
返
っ
て

市
民
ク
ラ
ブ

自
由
民
主
党
・
中
道
の
会

公
　
明
　
党

都
市
公
園
条
例
の
一
部
改
正

　

執
行
部
は
、
営
業
休
止
中
の
「
国
民

宿
舎
桂
浜
荘
」
に
つ
い
て
、
本
市
が
施

設
の
所
有
権
を
有
し
た
ま
ま
、
施
設
の

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
管
理
運
営
を
民
間

事
業
者
が
担
う「
Ｐ
ａ
ｒ
ｋ

−

Ｐ
Ｆ
Ｉ
」

を
活
用
す
る
方
針
を
示
し
て
お
り
、
そ

れ
を
進
め
る
た
め
、
今
回
の
条
例
改
正

で
公
募
対
象
公
園
施
設
設
置
等
予
定
者

選
定
委
員
会
の
設
置
や
使
用
料
の
最
低

額
を
設
定
し
た
。
使
用
料
の
最
低
額
が

「
安
過
ぎ
る
」
と
強
く
指
摘
し
た
と
こ

ろ
、
執
行
部
か
ら
は
「
公
募
で
示
す
使

用
料
の
下
限
額
や
収
益
の
還
元
方
策
は

今
後
決
定
す
る
」
と
説
明
が
あ
っ
た
。

私
ど
も
は
本
事
業
の
今
後
の
動
向
を
し

っ
か
り
監
視
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
チ
ー
ム
活
動
推
進
事
業

　

今
期
Ｊ
Ｆ
Ｌ
で
首
位
を
走
る
「
高
知

ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
・
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」

を
側
面
か
ら
支
援
す
る
た
め
、
企
業
版

ふ
る
さ
と
納
税
を
財
源
と
し
て
、
同
サ

ッ
カ
ー
チ
ー
ム
が
行
う
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

　

高
知
市
に
初
の
女
性
副
市
長
が
誕
生

し
ま
し
た
。
女
性
の
視
点
を
生
か
し
た

新
た
な
風
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
高
齢
化
社
会
を
見
据
え
、
公

共
交
通
の
維
持
は
最
優
先
課
題
で
す
。

し
か
し
、
慢
性
的
な
運
転
手
不
足
に
よ

り
、
路
線
や
便
数
の
減
少
が
危
機
的
状

況
に
至
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
危
機
感
が

高
知
市
に
は
欠
如
し
て
い
る
と
指
摘
。

　

人
口
減
少
対
策
と
し
て
、
市
長
は
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置
し
、
若
年

層
の
増
加
と
人
口
構
造
の
転
換
を
早
急

に
図
る
と
答
弁
。
ま
た
、
中
小
企
業
・

西
敷
地
の
整
備
予
算
で

　
　
　
　

芝
生
な
ど
緑
の
ス
ペ
ー
ス
を

　

オ
ー
テ
ピ
ア
西
敷
地
の
広
場
と
し
て

の
暫
定
整
備
に
つ
い
て
、
部
分
的
な
緑

地
の
確
保
な
ど
を
強
く
求
め
、
高
層
ビ

ル
建
設
計
画
に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
た
補

正
予
算
に
賛
成
し
ま
し
た
。

　

休
館
し
て
い
る
桂
浜
荘
の
今
後
に
つ

い
て
、
公
募
に
よ
る
運
営
予
定
者
の
選

定
に
必
要
と
な
る
都
市
公
園
条
例
の
改

正
案
に
賛
成
し
ま
し
た
。
今
後
の
事
業

者
公
募
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
運

営
に
20
億
円
も
の
税
金
を
投
入
し
て
き

た
苦
い
経
験
を
教
訓
に
、
現
施
設
の
所

有
権
を
市
か
ら
民
間
へ
移
転
し
た
上
で

の
選
定
を
提
案
し
ま
し
た
。

　

市
の
財
源
確
保
面
か
ら
も
、
自
治
体

の
情
報
シ
ス
テ
ム
を
国
の
方
針
で
変
更

す
る
経
費
に
つ
い
て
、
国
に
財
政
負
担

を
求
め
る
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

オ
ー
テ
ピ
ア
西
敷
地
整
備
事
業

　

６
月
定
例
議
会
で
「
オ
ー
テ
ピ
ア
西

敷
地
」
に
つ
い
て
、
本
格
的
な
利
活
用

を
す
る
ま
で
の
当
面
の
間
、
イ
ベ
ン
ト

等
を
開
催
で
き
る
よ
う
に
、
ま
た
市
民

が
憩
い
く
つ
ろ
げ
る
ス
ペ
ー
ス
と
し
て

整
備
さ
れ
ま
す
が
、
暑
さ
対
策
と
し
て

遮
熱
塗
料
に
よ
る
カ
ラ
ー
舗
装
や
、
パ

ラ
ソ
ル
・
ベ
ン
チ
設
置
な
ど
、
整
備
の

た
め
の
補
正
予
算
が
組
ま
れ
ま
し
た
。

　

当
面
の
間
と
い
う
曖
昧
な
表
現
に
つ

い
て
、
期
間
を
明
確
に
し
て
は
ど
う
か

と
の
質
問
に
市
長
は
「
将
来
的
に
ど
の

よ
う
な
活
用
方
法
に
な
る
の
か
決
ま
っ

て
い
な
い
現
段
階
で
、
期
間
は
答
え
ら

れ
な
い
」
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
中
心
市
街
地
の

一
等
地
の
利
活
用
に
つ
い
て
、
多
く
の

市
民
ニ
ー
ズ
に
マ
ッ
チ
し
た
今
後
の
整

備
を
見
守
り
た
い
。

参
　
政
　
党

日
本
共
産
党

・
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
図
る
事
業

の
費
用
を
補
助
す
る
も
の
で
、
ス
ポ
ー

ツ
観
光
を
推
進
す
る
私
ど
も
と
し
て
も

大
い
に
歓
迎
す
る
も
の
で
す
。
同
サ
ッ

カ
ー
チ
ー
ム
の
Ｊ
Ｆ
Ｌ
優
勝
と
そ
の
先

に
あ
る
Ｊ
３
昇
格
に
向
け
、
市
民
の
皆

様
と
共
に
熱
く
応
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

オ
ー
テ
ピ
ア
西
敷
地
整
備
事
業

　

桑
名
市
長
が
提
案
理
由
説
明
で
語
っ

た
「
本
格
的
な
利
活
用
を
す
る
ま
で
の

当
面
の
間
、
多
目
的
に
利
用
で
き
る
広

場
を
整
備
し
た
い
」
、
「
将
来
的
に
は

高
度
利
用
の
可
能
性
も
含
め
広
場
以
外

で
の
利
活
用
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
」

と
の
ご
認
識
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
に

お
い
て
「
了
」
と
し
、
補
正
予
算
案
に

賛
成
し
ま
し
た
。

小
規
模
企
業
の
振
興
戦
略
プ
ラ
ン
を
実

施
し
、
若
者
の
地
元
就
労
促
進
の
た
め

の
奨
学
金
返
済
支
援
に
「
上
乗
せ
支
援
」

を
行
う
と
表
明
し
ま
し
た
。

　

農
業
基
本
計
画
で
は
、
重
点
施
策
の

「
耕
畜
連
携
」
を
推
進
。
堆
肥
化
促
進

に
よ
り
環
境
負
荷
と
生
産
コ
ス
ト
を
低

減
し
、
環
境
と
調
和
の
と
れ
た
農
業
を

実
現
す
る
と
、
農
林
水
産
部
長
が
答
弁

し
ま
し
た
。

　

今
国
会
で
国
の
自
治
体
へ
の
指
示
権

を
創
設
す
る
地
方
自
治
法
が
成
立
し
ま

し
た
。
こ
れ
を
巡
っ
て
の
意
見
書
が
提

出
さ
れ
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。
本
来
対

等
で
あ
る
は
ず
の
地
方
自
治
権
が
脅
か

さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
秋
か
ら

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
始
ま
り
ま
す

が
、
リ
ス
ク
も
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。
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６
月
定
例
会

　

21
日
に
、
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど

４
件
の
議
案
に
つ
い
て
、
総
務
、
経
済

文
教
、
建
設
環
境
、
厚
生
の
各
分
科
会

で
質
疑
を
行
っ
た
後
、
27
日
の
全
体
会

で
討
論
・
採
決
を
行
い
、
い
ず
れ
も
全

員
賛
成
で
可
決
ま
た
は
認
定
し
ま
し
た
。

　
　

７
月
臨
時
会

　

30
日
に
、
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ

い
て
、
経
済
文
教
分
科
会
で
質
疑
を
行

っ
た
後
、
31
日
の
全
体
会
で
採
決
を
行

い
、
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
　

６
月
定
例
会

　

21
日
に
、
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
改
正
議
案
な
ど
７
件
の
議
案
の

審
査
を
行
い
、
い
ず
れ
も
全
員
賛
成
で

可
決
し
、
請
願
２
件
の
結
果
を
出
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
低
所
得
者
支
援
・
定
額
減
税

補
足
給
付
金
給
付
事
業
に
つ
い
て
な
ど

２
件
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　
　

６
月
定
例
会

　

21
日
に
、
塵じ

ん
か
い芥
収
集
車
（
回
転
板
式

標
準
キ
ャ
ブ
）
購
入
契
約
締
結
議
案
な

ど
３
件
の
議
案
の
審
査
を
行
い
、
い
ず

れ
も
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
六
泉
寺
町
市
営
住
宅
等
再
編

事
業
の
供
給
戸
数
の
設
定
に
つ
い
て
な

ど
３
件
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

建
設
環
境
委
員
会

経
済
文
教
委
員
会

　
　

６
月
定
例
会

　

24
日
に
、
請
願
１
件
の
結
果
を
出
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
第
四
次
高
知
市
子
ど
も
読
書

活
動
推
進
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
な
ど

４
件
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　
　

７
月
臨
時
会

　

30
日
に
、
市
立
長
浜
小
学
校
児
童
プ

ー
ル
事
故
検
証
委
員
会
条
例
制
定
議
案

な
ど
２
件
の
議
案
の
審
査
を
行
い
、
い

ず
れ
も
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
　

６
月
定
例
会

　

21
日
に
、
市
税
条
例
の
一
部
改
正
議

案
な
ど
５
件
の
議
案
の
審
査
を
行
い
、

い
ず
れ
も
全
員
賛
成
で
可
決
ま
た
は
承

認
し
、
請
願
１
件
の
結
果
を
出
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
令
和
５
年
度
決
算
状
況
に
つ

い
て
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

厚
生
委
員
会

予
算
決
算
委
員
会

▼
特
別
委
員
会
▲

５
月
１
日
か
ら
７
月
31
日
ま
で

委
員
会
の
活
動

委
員
会
の
活
動

総
務
委
員
会

南
海
地
震
等
災
害
対
策
調
査

　
　
　
　
　
　
　

特
別
委
員
会

　
　

５
月
15
～
16
日
（
委
員
会
視
察
）

〇
宮
城
県
石
巻
市
・
岩
沼
市
＝
復
興
計

画
、
復
興
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

ま
ち
づ
く
り
調
査
特
別
委
員
会

　
　

６
月
５
日

　

令
和
６
年
度
第
１
回
高
知
市
地
域
公

共
交
通
会
議
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　
　

７
月
16
日

　

令
和
６
年
度
第
２
回
高
知
市
地
域
公

共
交
通
会
議
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

行
財
政
改
革
調
査
特
別
委
員
会

　
　

５
月
７
日

　

指
定
管
理
者
選
定
手
続
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
の
改
正
に
つ
い
て
な
ど
２
件
の
報
告

を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
度
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
の
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
　

５
月
14
～
15
日
（
委
員
会
視
察
）

〇
兵
庫
県
伊
丹
市
＝
ス
マ
ー
ト
窓
口
に

つ
い
て

〇
兵
庫
県
芦
屋
市
＝
指
定
ご
み
袋
制
・

芦
屋
市
議
会
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
等
防
止
に

関
す
る
指
針
に
つ
い
て

〇
大
阪
府
堺
市
総
合
防
災
セ
ン
タ
ー
＝

防
災
体
験

〇
大
阪
府
河
内
長
野
市
＝
企
業
版
ふ
る

さ
と
納
税
（
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
と
連
携

し
た
ま
ち
の
魅
力
向
上
事
業
）
に
つ
い

て
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９
月
定
例
会
の
日
程
に
つ
い
て

自由民主党・中道の会（14人）☎823－9401　FAX 873－0121

市 民 ク ラ ブ（７人）☎823－9402　FAX 802－3055

日 本 共 産 党（６人）☎823－9404　FAX 823－9558

公　　明　　党（６人）☎823－9403　FAX 871－2485

参　　政　　党（１人）☎803－5063　FAX 823－9350

会派の構成と電話・FAX番号

※参政党のＦＡＸ番号は議会事務局直通です。

　

市
議
会
で
は
、「
広
聴
機
能
の
強
化
」

に
つ
い
て
早
稲
田
大
学
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

研
究
所
の
中
村
健
先
生
に
よ
る
研
修
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
先
生
か
ら
提
示
さ
れ
た
Ｚ
世

代
の
用
語
。
「
Ｋ
Ｐ
」
「
よ
き
ま
る
も

ん
ざ
え
も
ん
」
「
よ
い
ち
ょ
ま
る
」
な

ど
、
参
加
し
た
ほ
と
ん
ど
の
議
員
は
「
イ

ミ
フ
」
・
・
・

　

「
皆
さ
ん
は
、
ど
の
世
代
に
何
を
伝

え
た
い
の
か
」
と
の
突
っ
込
み
に
、
広

報
・
広
聴
の
在
り
方
を
考
え
直
す
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

（
議
会
広
報
広
聴
委
員
）

編

集

後

記

市第101号令和６年度高知市一般会計補正予算 可決(全員) 市第103号
高知市立長浜小学校児童プール事故検証委
員会条例制定議案高知市報酬並びに費用弁償条例の一部を改

正する条例議案
可決(全員)市第102号

可決(全員)

◆令和６年第502回臨時会　議決結果

◆市長提出議案　議決結果

議案番号 件　名 議決結果 議案番号 件　名 議決結果

　

７
月
臨
時
会
（
第
５
０
２
回
）
を
30

日
か
ら
31
日
ま
で
の
２
日
間
の
会
期
で

開
催
し
ま
し
た
。

　

市
長
か
ら
、
長
浜
小
学
校
の
水
泳
授

業
に
お
い
て
発
生
し
た
プ
ー
ル
事
故
に

つ
い
て
の
調
査
、
検
証
及
び
再
発
防
止

の
た
め
に
必
要
な
事
項
の
検
討
の
た
め
、

教
育
委
員
会
の
附
属
機
関
と
し
て
の
第

三
者
に
よ
る
「
市
立
長
浜
小
学
校
児
童

プ
ー
ル
事
故
検
証
委
員
会
」
に
係
る
経

費
１
１
０
０
万
円
を
計
上
し
た
一
般
会

計
補
正
予
算
１
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
検
証
委
員
会
の
設
置
に
係

る
条
例
制
定
議
案
と
、
同
検
証
委
員
会

の
委
員
報
酬
に
係
る
報
酬
並
び
に
費
用

弁
償
条
例
の
一
部
改
正
議
案
の
２
件
も

提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

31
日
に
、
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど

３
件
の
議
案
に
つ
い
て
、
討
論
、
採
決

を
行
い
、
い
ず
れ
の
議
案
も
全
会
一
致

で
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

第
５
０
２
回
臨
時
会

本会議、委員会の日程をお知らせしています

　市役所本庁舎の掲示板、高知市ホーム
ページで本会議、委員会の開催日程をお知
らせしています。

《高知市議会事務局の連絡先》
【電　　　話】８２３－９４００（直通）
【Ｆ　Ａ　Ｘ】８２３－９３５０
【メールアドレス】kc-260100@city.kochi.lg.jp

議会に対するご意見・ご要望をお寄せください。

　

９
月
定
例
会
の
日
程
の
め
ど
に

関
し
て
は
、
開
会
予
定
日
は
９
月

９
日（
月
）で
、
閉
会
予
定
日
は
９

月
30
日
（
月
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

正
式
な
日
程
は
、
８
月
下
旬
に

開
催
予
定
の
議
会
運
営
委
員
会
で

決
定
さ
れ
ま
す
。
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氏　　名 住　　　所 連絡先 会　　派

議　　長 平　田　文　彦 種崎676番地３ 847-0012 090-9771-7489 自 由 民 主 党 ・
中 道 の 会

常任委員会 氏　　名 住　　　所 連絡先 会　　派

総

務

委

員

会

委 員 長 神　岡　俊　輔 横浜新町四丁目931番地 837-5089 090-4782-1241 市 民 ク ラ ブ

副委員長 宮　本　直　樹 長浜4038番地３ 841-2777 090-1578-8586 日 本 共 産 党

委　　員 西　村　昭　夫 潮新町一丁目４番22号　ファミリーメゾン池上Ｂ棟201 090-1578-0157 公 明 党

〃 伴　　　武　澄 西町46番地 822-7408 090-3599-0286 市 民 ク ラ ブ

〃 迫　　　哲　郎 玉水町６番地　サーパス通町２番館606 872-5571 090-7789-9798 日 本 共 産 党

〃 藤　川　裕　介 六泉寺町93番地１　グランディオＢ棟101号室 090-6885-6941 自 由 民 主 党 ・
中 道 の 会

〃 横　山　公　大 北本町四丁目４番７号　パールマンション1301号 090-7782-0004 自 由 民 主 党 ・
中 道 の 会

〃 吉　永　哲　也 塚ノ原111番地８ 843-1161 090-8978-5031 自 由 民 主 党 ・
中 道 の 会

〃 山　根　堂　宏 神田1732番地18 832-6015 090-4788-4010 公 明 党

経
済
文
教
委
員
会

委 員 長 下　本　文　雄 塚ノ原108番地65 090-4472-1517 日 本 共 産 党

副委員長 大久保　尊　司 横内152番地23 090-5149-1927 公 明 党

委　　員 岡　田　はるか 高須三丁目１番59号　カーサ・ローズヴェール 860-7317 090-9450-9150 日 本 共 産 党

〃 猪　野　　　恵 南万々20番地148 823-6948 090-4504-4991 公 明 党

〃 岡　﨑　邦　子 加賀野井二丁目６番３号 823-4552 090-8697-7137 市 民 ク ラ ブ

〃 大　田　芳　男 瀬戸西町二丁目139番地 090-4503-6531 自 由 民 主 党 ・
中 道 の 会

〃 竹　村　邦　夫 朝倉丁694番地１ 090-8970-3092 自 由 民 主 党 ・
中 道 の 会

〃 戸　田　二　郎 南久万72番地４ 823-5050 090-2824-5588 自 由 民 主 党 ・
中 道 の 会

建
設
環
境
委
員
会

委 員 長 氏　原　嗣　志 春野町弘岡中2236番地 894-2737 090-4330-9410 自 由 民 主 党 ・
中 道 の 会

副委員長 楠　目　慎一郎 前里15番地２　フィネス鳴子103号 855-4477 080-6034-0169 市 民 ク ラ ブ

委　　員 藤　木　真由美 比島町二丁目３番31-703号　ダイアパレス高知ヌーベルヴュー 823-5878 090-7781-8717 日 本 共 産 党

〃 長　尾　和　明 十津四丁目16番５号 090-1170-7240 市 民 ク ラ ブ

〃 野　村　栄　一 中万々34番地11 878-7095 090-5141-5035 参 政 党

〃 上　田　亜矢子 杉井流10番３-207号 090-1003-0631 自 由 民 主 党 ・
中 道 の 会

〃 髙　木　　　妙 高埇21番13号 090-4333-6350 公 明 党

〃 和　田　勝　美 土佐山梶谷632番地 895-2517 090-1002-8864 自 由 民 主 党 ・
中 道 の 会

厚

生

委

員

会

委 員 長 木　村　　　亘 朝倉本町一丁目４番18-14号 828-4800 市 民 ク ラ ブ

副委員長 髙　橋　裕　忠 桟橋通四丁目９番23号　弘田マンション301 050-3695-3396 自 由 民 主 党 ・
中 道 の 会

委　　員 浜　口　佳寿子 高見町382番地２ 823-9404 090-2892-2409 日 本 共 産 党

〃 伊　藤　弘　幸 大津乙334番地６ 090-4334-4977 公 明 党

〃 岡　﨑　　　豊 朝倉己207番地13 823-9402 090-8978-8219 市 民 ク ラ ブ

〃 甲　木　良　作 桟橋通一丁目10番６号　アステールＫ306号 080-1851-0036 自 由 民 主 党 ・
中 道 の 会

〃 浜　口　卓　也 廿代町17番20号　ＳＴ廿代町３階 090-4780-6356 自 由 民 主 党 ・
中 道 の 会

〃 清　水　おさむ 北本町四丁目４番14-306号　アルファステイツ北本町弐番館 090-5273-4949 自 由 民 主 党 ・
中 道 の 会

高　知　市　議　会　議　員　名　簿

議　長　平田　文彦
副議長　戸田　二郎

令和５年５月10日
就　任

令和６年 6月13日（ ）
（令和６．６. 14現在）

⑫


